
基 本 仕 様 頁 １／３ 

項  目 仕     様 

 

１． 名称 

 

２． 型式 

 

３． 適合認定 

 

 

 

 

４．基本構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．機能･通信仕様 

   ①無線部 

 

 

 

 

 

 

 

   ②回線部 

 

 

 

 

 

 

ＰＨＳアクセスユニット  

 

ＰＡＵ－２４１Ｓ 

 

（財）電気通信端末機器審査協会 

   (Ｔ) Ａ０９０３３４００３  

（財）テレコムエンジニアリングセンター 

     (Ｒ) ００３ＪＸＡ０９０３３３ 

 

       ＰＡＵ-２４１Ｓのブロック図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・周波数帯   １８９５.１５ＭＨｚ～１９１７.９５ＭＨｚ 

・送信出力   １０ｍＷ 

・同時使用可能チャネル数   １ 

・伝達能力指定   ３.１ＫＨｚオーディオ 

・発番号通知     無し(有りに設定変更可能) 

・アンテナ       筐体内蔵 

 

 

・種別     アナログ２Ｗ 

・接続端末数   ﾉｰﾘﾝｷﾞﾝｸﾞ使用 ５台 ／ ﾘﾝｷﾞﾝｸﾞ使用 １台  

・ダイヤル数字検出   ＤＴＭＦ(最大２４桁) 

・ダイヤル数字送出   全数時蓄積後、ＣＳへ送出 

・ケーブル最大延長   最大１００ｍ(０.５φ) 

通話電流供給電流／ ２７ｍＡ±５ｍＡ 

            電圧   ４８Ｖ±５Ｖ 

 

Ｌ１ 

Ｌ２ 

NCU 

 

制御部 

回線部 

AC/DC 電源部 

無線部 

AC100V 
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６．システム構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・緩リバースタイミング 

 ４８Ｖ 

 

 １７Ｖ 

 

 

 

 －１７Ｖ 

 

 －４８Ｖ 

 

・ノーリンギング方式 

 ノーリンギング方式はサブアドレス方式とする。 

  サブアドレスの構成（３桁ＸＹＺ） 

    Ｘ＝１：ＮＲ着信指定（ノーリンギング） 

      ２：ＲＧ着信指定（リンギング） 

      ３：ＲＧ着信指定（中継器経由のリンギング） 

    ※上記１～３以外はＲＧ着信とする。 

    Ｙ＝０～９：中継器経由のＰＡＵ指定 

    Ｚ＝０～９：ＮＣＵ指定（ＮＲ識別番号） 

    ※Ｘ＝２の時は、ＲＧ着信指定のため無視。 

     Ｘ＝３の場合、ＹＺで中継器経由のＰＡＵを指定する。 

     (00～99 までの 100 台の PAU を指定可能) 

 ＊詳細別紙 

 

 

                            

  センタ装置      モデム       ﾀｰﾐﾅﾙ      ﾚｲﾔ 3 にて     NTT 

  受信/発信      (ｱﾅﾛｸﾞ)      ｱﾀﾞﾌﾟﾀ    着サブ:”XYZ”を付加    ISDN 回線 

       RS-232C      TA ｱﾅﾛｸﾞ (DSU 含む) NTT デジタル回線       

       I/F 回路       回線       

                    

                                           NTT/PHS  

                                            事業者間通信 

               緩リバース後         

               着ｻﾌﾞ:”XYZ”から      PHS 無線通信 

               “Z”を NRS を出力      

  ｶﾞｽ･水道            NR 端末            PAU-NR                     PHS 回線 

  ﾒｰﾀ端末      端末番号:Z         (擬似ﾉｰﾘﾝｷﾞﾝｸﾞ)                  （ＣＳ） 

       ﾒｰﾀ I/F              PAU ｱﾅﾛｸﾞ       ﾚｲﾔ 3 にて 

       回路        回線        着ｻﾌﾞ:“XYZ”を付加 

       (ﾃﾞｼﾞﾀﾙ信号) 

 

 

200ms 

100ms 
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６．電源 

 

７.消費電力 

 

８．環境条件 

 

 

 

９.寸法 

 

10.重量 

・リバース送出条件（タイミング） 

 ＜応答リバース＞ 

  ・Ｌ３－ＣＣ 応答メッセージ受信 

 ＜復旧リバース＞ 

  （正常系） 

  ・Ｌ３－ＣＣ 切断送信 

  ・Ｌ３－ＣＣ 切断受信 

  （準正常系） 

  ・Ｌ３－ＣＣ 解放受信 

  ・Ｌ３－ＣＣ 解放完了受信 

  ・Ｌ３－ＲＴ 無線チャネル切断受信 

  ・ハンドオーバ失敗による呼解放 

  ・ＴＣＨ切替失敗による呼解放 

  ・切戻り失敗による呼解放 

  ・リンクチャネル（Ｌ２）エラーによる呼解放 

・リンギング信号 

 周波数 ・・・２０Ｈｚ 

 周期  ・・・１秒ＯＮ／２秒ＯＦＦ の繰り返し 

 レベル ・・・６０±５Ｖｒｍｓ（端末１台） 

・伝送ロス 

送信方向 ： ８ｄＢ 

受信方向 ： ８ｄＢ 

 

・ＡＣ１００Ｖ±１０Ｖ  ５０／６０Ｈｚ 

 

・ＡＣ１００Ｖ ５Ｗ 

 

・使用温度範囲  ： ０～５０℃ 

・使用湿度範囲  ： ８５％ＲＨ以下（但し結露なきこと） 

・設置場所      ： 屋外（防雨構造） 

 

・Ｗ２３６×Ｈ１６５×Ｄ４２．５ ｍｍ（突起部含む） 

 

７００ｇ以下 （バッテリ除く） 

 


